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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、盲ろうおよび感覚障害を有する重複障害児の共同注意行動の様相を明ら
かにするとともに、こうした子ども達の初期コミュニケーションにアプローチする係わり手のあり方について吟味・検
討することである。以下には、知的障害を有する弱視児を対象にした教育実践の経過を記録したビデオ映像の分析をも
とに、とりわけ、共同活動の成立や三項関係の成立に重要な条件としてあげられる「注意の分配」の様相や成立条件に
ついて考察した結果を報告する。

研究成果の概要（英文）： The purpose of the present study was aspects of Joint Attention for children with
 deafblindness and multiple disabilities with sensory impairment, and to clarify a method of the approach 
on initial communication. In the following, the video tape which recorded the progress of interactions wit
h child who has residual vision and mental retardation was analyzed. As a result, some conditions of the a
llocation of attention were clarified, which is very important to establish triadic interactions.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1)共同注意の研究 

共同注意とは、他者と関心を共有する事物

や話題へ注意を向けるように行動を調整す

る能力である（Bruner,1975）。この共同注意

が養育者を主とする大人との間で成立する

ことは、乳幼児期において獲得する認知能力

や言語能力の基盤となるスキルを身につけ

た兆しであるとして、その重要性が指摘され

ている（Bakeman & Adamson, 1984; Bruner, 

1977）。この共同注意という概念は、乳児に

おける視線の後追い現象に端を発し、とりわ

け乳幼児発達研究において、言語獲得におけ

る重要なキーワードとして注目されるよう

になった。さらに、その後の研究では、養育

者と乳児が互いに相手の注意の焦点を知っ

ているという共同注意の背後にある「共有

性」の問題が指摘されるなどして（Baldwin, 

1995; Tomasello, 1995）、共同注意という概

念そのものが、視線の追従といった狭義にと

らわれることなく、他者へ始発する提示・手

渡し・交互凝視などの様々なやりとりを含め

た相互交渉へと解釈を広げるようになった。 

 (2)盲ろうおよび感覚障害を有する重複障

害児の初期コミュニケーションに関す

る研究 

生まれながらに、あるいは生後まもなくか

らの視覚聴覚二重障害(以下、「盲ろう」と記

す)あるいは感覚障害を有する重複障害児の

場合、言語獲得期の前に視覚と聴覚の双方に

障害が生じるため、こうした子どもたちの通

常の言語発達(いわゆる自然言語発達)は、極

めて困難である(Chen & Haney，1995)と言わ

れている。また、こうした感覚障害に知的障

害や運動障害などをあわせ有した場合、その

困難はより一層となることは想像に難くな

い。徳永(2003)は、生後 8 か月以前の定型発

達乳児の共同注意関連行動と重度・重複障害

児の事例研究等から考えられる行動を取り

上げ、乳児の行動指標を手がかりに重度・重

複障害児の行動をみていく場合の課題につ

いて検討する中で、障害を有する子どもであ

っても、制限された機能を補いながら自分へ

の係わり、他者への係わり、物への係わりを

高めていることを想定し、そうした機能を補

う行動を検討していく必要性を指摘してい

る。さらに、重度・重複障害児の対人相互行

動の発達やコミュニケーション行動の発達

を検討していく際に、共同注意に関する関連

行動が 1 つの指標となることを指摘した。土

谷・菅井(2000)や中田・峰(2002)、土谷(2002)

では、子どもの自発する行動の中に分析的に

意味を見い出し、その解釈を働きかけとして

返しつつ、子どもの反応からかかわり手の働

きかけの是非を問うという相互主体的な関

係性の中でコミュニケーションの成り立ち

を捉えようとする「ネゴシエーション」とい

う視点から、初期的なやりとりの中での身振

り系身体表出に関する実証的なデータを盛

り込んだ報告を行っている。 

このように、盲ろうおよび感覚障害を有す

る重複障害児のコミュニケーション研究に

おいて、対象児(者)と係わり手との初期的な

やりとり、すなわち初期コミュニケーション

は従来から非常に重要なテーマであり、近年

の乳幼児を中心としたコミュニケーション

研究の知見である「共同注意」という概念は、

そうしたテーマに対する新たな接近方法で

あると考える。 

 
２．研究の目的 

 本研究の目的は、盲ろうおよび感覚障害を

有する重複障害児との相互交渉における共

同注意成立条件について、実際的な係わり合

いの経過の中で明らかにすることである。 

本報告においては、知的障害を有する弱視

児(1 事例)との係わり合いの経過で見られた

共同活動場面をもとに、感覚障害を有する重

複障害児の共同注意行動の様相について明

らかにすることである。その際、「注意の分

配」に焦点を当てて分析することとした。 



 

３．研究の方法 

(1)対象児について(研究開始当初) 

 対象児(以下『V』と記す)は盲学校小学部(重

複学級)2 年生に在籍する女児である。 

 ①障害状況：弱視、知的障害 

 ②視覚について：矯正視力 0.06。光る玩具

やビニールフィルムなどを好み、それらを自

身の手に持って、自身の鼻先に接するぐらい

に近づけて見ようとする。 

 ③聴覚について:異常なし。キーボードから

流れる音楽や玩具の電子音などを好んで聴

く。 

 ④運動について：自宅のソファーなどへの

自力での上り下りが可能。自らジャンプした

り、係わり手と手をつなぎながらジャンプし

たりすることができる。係わり手がガイドを

すると、はさみなどを使って画用紙や折り紙

などを切ることができる。 

 ⑤周囲の状況把握とコミュニケーション

について：「ミルクを飲もうね」などと声を

かけると、所定の場所に哺乳瓶を取りに行く

様子が見られる。また、「絵本を見ようね」

や「(自宅 2 階にいる状況で) これから下に降

りるよ」など、日常的に頻繁に経験している

事柄については、係わり手の言葉かけを受け

てそれに応じた行動を起こすことができる

が、新しい出来事や単発の活動などは、言葉

かけのみでは理解することが難しく、実物の

提示などを行って伝えている。写真や絵など

を提示するとそれに視線を向ける様子は見

られるものの、それが現時点の活動、あるい

は直後の予定(活動提案)を示していることを

理解することは難しい。発信手段としては、

係わり手の手を引いたり、「だっこ」、「パ

ッチン(遊びの名称:詳細は後述)」などのいく

つかの単語で要求を発信したりする。 

⑥食事:エンシュアリキッド(高カロリー栄養

剤)を哺乳瓶で摂取。 

⑦排泄:おむつを使用。声掛けに応じてトイレ

で用を足すことができる場合もある。 

(2)働きかけの方法と分析資料の収集 

 週 1 回程度、V の自宅を訪問し、V の家庭

での活動が円滑に進行するように援助した。

さらに、V の活動が停滞したり、進行してい

る活動(遊び)などが飽和状態になった際に

は、係わり手が活動提案として V が関心を示

す玩具を提示したり、新たな遊びを提案する

などした。こうした働きかけの意図は、V が

示す関心や興味に係わり手自身が注意を重

ねることによるVとの活動の一体感や場面の

共有(共同活動）を成立させるためである。

こうした係わり合いの経過を毎回、デジタル

ビデオカメラで記録し、共同注意場面の分析

資料とした。 

 

４．研究成果 

以下においては、本研究期間における V と

の係わり合いの中で確認された共同活動場

面の中から、共同注意の成立とその発展に関

するエピソードを記述する(係わり開始後 5

か月～1年11か月までのエピソードを抽出)。 

(1)係わり合いの背景および問題 

 V は光る玩具やビニールフィルムなどを特

に好み、また電子音の玩具なども好むため、

モノへの接近は頻繁に生じる。モノへの接近

方法としては、手にしたモノを眼前に(モノ

が鼻先に着くほどに)近づける、眼前で振っ

て光や影のコントラストを作って楽しむな

どである。また、口元に持っていって唇に触

れさながら小刻みにモノを動かすといった、

自ら感覚刺激をつくり出して没頭するとい

った様子であった。人との係わり合いにおい

ては、抱っこを好み、抱っこされながら係わ

り手の歌う歌に聞き入ったり、揺らしたりジ

ャンプしたりするなどを好んだ。このように

モノへの接近、人への接近は頻繁に生じるも

のの、係わり手と玩具や遊具を共有して共同

的な活動を行うことはなかなか生じなかっ

た。例えば、V が頻繁に目を向ける絵本など



を係わり手が一緒に開いて見ようとすると、

自身の唇を近づけたりページをパタパタと

手で弾いたりして、係わり手と一緒に見るこ

とは困難であった。また、V が好む音の出る

玩具の操作ボタンを一緒に押す、交互に押す

などのやりとりを展開しようとすると、始め

は音の出るボタンに注意を向けるものの、係

わり手の操作に注意を向ける様子が乏しく、

共同的な活動に発展していかない。 

 こうした事態を捉えて、係わり手は先述し

たように、係わり手が V の注意を追うととも

に、注意を重ねていく働きかけを行い、V が

係わり手とモノを介して係わり合う、すなわ

ち、V が自身の注意をモノと係わり手(人)の

両方へ向ける(注意を分配する)様子がVに現

れ、そしてそれが維持されていくことを係り

合いの目標とした。 

(2)共同注意行動の具体例(エピソード) 

 ①エピソード 1:玩具への接近と共同注意

の萌芽 

 V は自身の手にビニールフィルム(以下『フ

ィルム』と記す)を持ち、眼前で振りながら

視覚刺激をつくり出している。係わり手(以

下、『A』と記す)はフィルムの動きに合わせ

て「キラキラ」、「パタパタ」などと擬音でフ

ィルム遊びの共有を試みる。V は A の言葉か

けを聞きながら、時に「キラキラ」、「パタパ

タ」などと模倣的(あるいは反響的)に返して

くる。AはVのそうした応答に合わせながら、

色や形の異なるフィルムを手渡していく。V

は最初、差し出されたフィルムに視線を向け

て受け取るのみであったが、次第に、受け取

る際に A の方向に視線を向けるようになる。

さらには、A が V の遊びに応じて「キラキラ」

や「パタパタ」と声をかけた際にも、A の方

に視線を向けたり、A の口元に自身の目を近

づけたりして注視する様子も見られるよう

になった。 

 ②エピソード 2:対面共同注意の成立 

 A が V にフィルムを手渡しながら遊びが円

滑に進行することを援助している中で、V が

自らフィルムを自身の顔に貼りつけること

を始める。A はそれを模倣的に受けて自身の

顔に貼りつけて、自身の顔を V に近づけてみ

る。すると、V はそれに視線を向けて、笑顔

を見せながらAの顔に貼られたビニールフィ

ルに手をのばす。V は A と向かい合い、A の

顔(額や頬、瞼)などに貼られたフィルムを剥

がすのに夢中になる。その際、A の顔のフィ

ルムを探すために自身の顔を A に近づけて A

の顔をじっと見つめるようである(視覚探

索)。また、Aが V の前でゆっくりとフィルム

を顔に貼りつける様子見せると、ここでも V

に A(あるいは A の動作)を注視する様子がみ

られた。こうしたやりとりの中でお互いの視

線が合う様子も確認された。 

③エピソード 3:対面共同注意の展開 

 A は V に風車を提示して吹いて見せる。V

は風車が回転する様子に注目する。A は「ク

ルクルクル・・・」と言いながら風車を吹き

続けると、V も「クルクル・・・」と言う。A

と Vが向かい合ってお互いの顔の間に風車を

置き、双方が吹き合うようにやりとりを展開

すると、「せーのっ」という掛け声に合わせ

て一緒に吹いたり、交互に吹いたりするなど

のやりとりが生じる。 

V の視線は、回る風車と A の口元(あるいは

顔全体)の双方に向けられている。 

 ④エピソード 4:モノと人との視線の往復 

 V が自身の胸の前あたりでフィルムを持っ

ている際に、A は V の横に並びながらペンラ

イトを持ち、V の持つビニールフィルムに照

射する。V は照射によって作り出される反射

光に喜び、自らフィルムを傾けたり振ったり

しながら光の反射の加減を調節しようとす

る。A は V のこうした行動に同期させるよう

にペンライトを動かしてAとの活動共有を試

みる。双方の間に「ピカピカ」「キラキラ」

などの言葉の掛け合いも生じ、反射をつくり

出す活動が双方の間で共有される。こうした



中で、V は自身の持つフィルムと A が持つペ

ンライト(＋A の手)の双方の間で視線を往復

させるようになる。二つ(フィルムとペンラ

イト)の関係を確認しているかのような視線

の動きとして捉えることができる。 

⑤エピソード 5:音を介した共同注意-注意

の分配- 

 V はフィルムを自身の両手で持ち、それを

曲げたり弾いたりしながら音を出している。

A はその音を真似るように自身もフィルムを

使って同じような音を作り出す。さらに、A

がフィルムを弾くタイミングに合わせてVは

「パッチン」と言い、V の注意の対象に自ら

注意を重ね合わせていく。すると、V は A の

「パッチン」という言葉かけに合わせて自身

のフィルムを折り曲げるようになる。また反

対に、A がフィルムを折り曲げるのに視線を

向けながら「パッチン」と言う。 

 擬音様の言葉かけに支えられながら、フィ

ルムを折り曲げたり弾いたりする操作が共

同的に行われる。こうしたやりとりの中で、

V の視線はフィルムに向けられているが、A

の声掛けやAがフィルムで作り出す音に合わ

せるように自身の手の動き(フィルムを折り

曲げたり弾いたりする動き)を調整している。

すなわち、V は眼前のフィルム(モノ)と係わ

り手(人)に注意を分配しながら活動を展開

していると捉えることができる。 

(3)考察 

①共同注意の成立について 

V と A との間で活動が共有されるにあたっ

ては、まずは V が注意を向ける対象に A 自身

が注意を向ける、あるいは注意を重ね続ける

構えが必要であった。そしてさらに、注意を

向けた対象そのものがVにとってどのような

楽しみ、あるいは面白さなのかをイメージし、

それに接近するための具体物(玩具)を用意

し、さらにそれを通して共同的な活動を作り

上げようとする働きかけや構えが必要であ

った。 

すなわち、V が強い関心を示したビニール

フィルムは、①色、反射、影、動きそのもの

といった視覚刺激、②「パッチン」、「パタパ

タ」といった玩具そのものから出る音、また

はその音を擬音化した音声(A の言葉かけ)と

いった聴覚刺激、③ビニールフィルムが曲が

る感触や振動などの触覚刺激、これらの要素

を持っていた(あるいは創り出していた)。係

わり手は、子どもが注意を向ける対象(モノ)

だけでなく、そのモノが生み出す刺激要素に

まで注意を向けることが重要である。そうす

ることで、対象児のモノの世界を広げるだけ

でなく、新たな共同活動の糸口を見出すこと

にもると考える。 

②共同注意の特徴と意義 

 係わり手がVとの間に目指した共同活動は、

換言すれば「注意の分配」を「誘い」、「共有

する」ということであった。すなわち、V は

ビニールフィルム(ビニールフィルムが作り

出す刺激)に関心を示した。係わり手はその

モノを用いて、またはそこに含まれる要素を

意図的に作り出して、V の注意を引きつけ係

わり合いの展開を試みた。だが、それは提示

したモノに注意を向けるように促したので

はなく、そのモノの背後に構える人(係わり

手;A)に注意を向けるように促したのである。

情緒的な表現を援用すれば、「モノを通して

人とつながる」ことを目指したのである。こ

の「人とつながる」の意味するところをエピ

ソードに還元して捉え直すならば、V が提示

されるフィルムから作り出される様々な刺

激を楽しむのと同時に、この刺激を作り出し

ている人に視線を向けたり、そこに手を伸ば

したりするなどの係わり手への接近行動が

生じることであろう。こうした姿は、V がモ

ノと人に注意を分配して活動を展開してい

ることを示す。この「注意の分配を誘い共有

する」ことができた場面を詳細に分析するこ

とは、共同活動の成立条件を明らかにする際

の重要な視点であると考える。さらに、初期



コミュニケーションの観点からも、V のこう

した姿を「要求発信」や「係わり手への意識」

といった子どもから係わり手への一方向的

な現象と捉えるのではなく、子どもと係わり

手が互いの関心に注意を向け合い、互いの動

き(動作)を調整し合うプロセスの中で生じ

た出来事として捉えることができる(共創)。

このように、共同活動を共同注意の観点(と

りわけ注意の分配)という観点から分析する

ことは重複障害の子どもたちの初期コミュ

ニケーション研究に新たな側面(切り口)を

提出することになるのではないだろうか。 

 共同注意の観点から、子どもとの間に生じ

た共同活動を捉え直すことの意義は大きい。 
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